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第４学年 算数科学習指導案 

指導者 村上 佳穂 

                

１ 日   時  令和元年１１月１５日（金）  ５校時 

２ 学年・学級  第４学年２組  男子２１名  女子１７名  計３８名 

３ 単 元 名  変わり方 ～身の回りの事象を調べ，報告会を開こう～ 

４ 場   所  ４年２組教室 

５ 本単元で児童に働かせたい「見方・考え方」 

伴って変わる二つの数量を見いだして，それらの関係に着目し，表や式を用いて変化や対応の特徴を考察

すること 

６ 単 元 観 

   変化の様子を表や式，折れ線グラフを用いて表したり，変化の特徴を読み取ったりすることが主なねらい

である。 

（１）本単元の指導内容 

学習指導要領に照らし合わせて，主に次の３点にまとめられる。 

① 伴って変わる二つの数量の関係を見いだし，それらの関係に着目すること 

② 変化の様子を表や式，折れ線グラフを用いて表したり，変化の特徴を読み取ったりすること 

③ 伴って変わる二つの数量の対応のきまりを〇，△を用いた式で表すこと 

（２）本単元の目標 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

伴って変わる二つの数量 

について，進んで調べよう

とする。 

 

 具体的な場で対応する

数量があることに着目

し，その対応のきまりを

見つけ，変化の様子を考

えることができる。 

伴って変わる二つの

数量について，○や△を

使った式に表したり，表

やグラフをもとにそれ

らの関係や変化の様子

を捉えたりすることが

できる。 

伴って変わる二つの

数量について，値の組

を表やグラフに表すこ

とを理解することがで

きる。 

７ 児童の実態 

【学習内容に対する実態】 

  本単元の学習を進めるに当たって，既習内容の理解について実態把握をするためのテストをした。 

（実施人数３７人） 

設問 問題内容 考え方 技能 知識・理解 通過人数・割合 

１ １本６０円のえんぴつを８本買ったら，代金は４

８０円でした。この関係を言葉の式に表しましょ

う。次の□にあてはまるものを，○あ～○うから選ん

でかきましょう。 

□ ×□＝□ 

○あ 代金 ○い１本のねだん ○う買った本数 

  ○ 
３４人 

（９１％） 

２ あゆみさんは１まい８円の画用紙を買おうと

思っています。 

①表に値段を書きましょう。 

 ○  
３７人 

（１００％） 

②画用紙を何枚か買ったら，値段が７２円にな 

りました。買った枚数を□として，式に書き

ましょう。 

○   
２８人 

（７５％） 

③□にあてはまる数を見つけましょう。 
 ○  

３３人 

（８６％） 
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設問１の結果から，「１つ分×いくつ分＝全体」の考えを基に，言葉の式にあてはめることができているこ

とが分かる。設問２では，数量の関係を式を用いて簡潔に表すことに課題があることが分かった。さらに，変

量を□として式に表す経験が少ないことも分かった。  

 

【「資質・能力」，「見方・考え方」の実態】 

資質・能力 小分類 内容 
アンケート（4段階） 

肯定的評価人数・割合 

課題発見・

解決力 

問題意識 自分の課題として，解決の見通しをもち，進んで取

り組んでいる。 

３０人 

（７６％） 

コミュニケ

ーション能

力 

合意形成能力 話し合うとき，友達の考えを受けとめたり自分の考

えを出し合ったりすることで，解決策を見つけてい

る。 

３０人 

（７６％） 

批判的思考 課題を解決するために，他の人と考えが違うことや，

改善点を言うことができている。 

３５人 

（５７％） 

主体性 既有の 

知識・技能 

新しいことを学習する時に，今まで学習したことを

思い出して考えようとしている。 

３５人 

（８６％） 

自己肯定感 メタ認知 学習の途中や学習後に，友達から学んだことや解決

に役に立った考えについて振り返っている。 

３６人 

（８９％） 

見方・考え方 

図や式，言葉をつかって考えの理由を説明したり，

いくつかの考えからきまりを見つけたり，似ている

ところや違うところを比べたりしている。 

２８人 

（７１％） 

 

「資質・能力」，「見方・考え方」の実態調査の結果から，「既有の知識・技能」や「メタ認知」に対する肯

定的評価は概ね高かったが，「問題意識」，「合意形成能力」，「批判的思考」，「見方・考え方」に対する肯定的評

価は低く，今後の継続的な指導が必要であることが分かった。 

 

８ 「見方・考え方」を働かせて深く学び合うための指導観 

  本単元では，伴って変わる二つの数量の関係を調べ，見いだした規則性を使って問題を解決し，その解決過

程を表現することを大切にした単元構成を行うことで，「課題発見・解決学習」を展開し，「主体的な学び」を

実現させたい。そこで，導入時に伴って変わる二つの数量を発見させる活動を取り入れる。「時間が経過すると

～が変わる」「個数が変わると～が変わる」など，伴って変わる二つの数量をより身近なものに感じとらせ，も

っと身の回りの事象について調べてみたいという学習意欲を引き出したい。そして，調べたことをクラスのみ

んなに報告するという単元の見通しをもたせたい。また，単元を通して，解決過程を振り返る場を設定するこ

とで，自己の成長に気付かせていきたい。さらに，３点の指導内容にそって以下の指導を行う。 

① 伴って変わる二つの数量の関係を見いだし，それらの関係に着目すること   

具体的な場面を示し，「一方の数量を決めれば他の数量が決まる」または「一方の数量は他の数量に伴っ

て一定のきまりに従って変化する」というような見方（関数の考え）で二つの数量の関係をみていく。その

際，事柄を表に表し，二つの数量の変わり方を見つけることを通して，表に整理することのよさを実感させ

たい。 

② 変化の様子を表や式，折れ線グラフを用いて表したり，変化の特徴を読み取ったりすること 

伴って変わる二つの数量の変わり方や対応のきまりを見つけさせる。見つけたきまりの根拠を，表や図と

関連付けて説明する場を設定することで，お互いの考えを共感しながら理解していくようにさせる。表の指

導では，縦に見る対応の見方と横に見る変化の見方の２通りがあることを押さえ，伴って変わる二つの数量

に着目させながら，その見方が身に付くように指導する。 

 ③ 伴って変わる二つの数量の対応のきまりを〇，△を用いた式で表すこと 

   見つけた規則性から，○，△を用いた式に表していく。数が小さいときは表も有効であるが，〇や△を使 

った式は，数が大きくなっても図や表をかかずに求めることができるというよさに触れていきたい。また， 

具体的な式や図と関連させながら理解できるようにしていきたい。 
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９ 単元の評価規準 

  関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

評価規準 

・伴って変わる二つ

の数量の関係に関

心をもち，見通し

をもって学習を進

めようとしてい

る。 

 

・伴って変わる二つの数

量の変化や対応の規則

性を見つけ，その規則

性を使って問題を解

き，その解き方を説明

している。 

 

・伴って変わる二つの数

量の関係を表に表す

ことができている。 

・変化の様子を折れ線グ

ラフを用いて表した

り，折れ線グラフを読

み取ったりすること

ができている。 

・見つけた規則性から，

〇や△の式に表すこ

とができている。 

・伴って変わる二つの

数量の関係を明確

にするためには，表

やグラフを用いた

らよいことを理解

している。 

 

 

 

１０ 指導と評価の計画（全９時間） 

次 
小
単
元 

時
数 

学習内容 

評価規準 働かせたい 

数学的な 

見方・考え方 

 
関 考 技 知 

教科観点 

（評価方法） 

資質・能力 

（評価方法） 

１
（
１
） 

        １ 

(10) 

課
題
発
見 

１ 

・単元の学習の見通

しをもち，単元学

習の大きな課題を

設定する。 

 

◎    ・身の回りから，伴

って変わる二つの

数量を見つけ，関

心をもち，見通し

をもって学習を進

めようとしてい

る。 

（発言・ノート） 

 

 

 

学習の最後には，

調べたことを報

告するという目

的意識をもって

いる。 

（発言・ノート） 

・関数的な

考え 

 

２
（
５
） 

    

変
わ
り
方 

２ 

・１８本のストロー

で色々な長方形を

つくり，縦と横の

依存関係に着目す

る。 

・依存関係を調べる

表のかき方，見方

を理解する。 

 

 ◎ ○  ・縦と横の本数につ

いての関係を表を

もとに説明するこ

とができている。 

・表をかくことがで

きている。 

（発言・ノート） 

 

 

友達の考えを共

感的に理解しな

がら，変化や対応

の規則性を見い

だしている。 

（発言・ノート） 

・表現の仕

方につい

て考える 

・帰納的に

考える 

・関数的な

考え 

３ 

・周りの長さが一定

の長方形の縦と横

の長さの関係を〇

や△を使った式に

表す。 

 

  ◎  ・二つの数量の関係

を，見いだした規

則性を基に式に表

すことができてい

る。 

（発言・ノート） 

 

 

数字が変わって

も使える考えを

導きだし，記号の

式にまとめよう

としている。 

（発言・ノート） 

・式につい

て考える 

問題意識 

身の回りの事象を調べ，報告会を開こう 

合意形成能力 

批判的思考 
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４
（
本
時
） 

・階段状に並べた正

方形について，段

の数が増えるとき

の周りの長さの変

わり方を表に表し

て調べ，きまりを

見つけて式に表

す。 

 ◎   ・見いだした変化や

対応の規則性を活

用して解決し，そ

の解決過程を式，

表，言葉を関連付

けて説明すること

ができている。 

（発言・ノート） 

 

 

既習である表の 

見方から変化や 

対応のきまりを 

見つけ，問題解決 

に生かしている。 

（発言・ノート） 

 

・関数的な

考え 

・帰納的に

考える 

・類推的に

考える 

２
（
５
） 

  

変
わ
り
方 

５ 

・表にかいて調べ， 

変わり方のきまり 

を見つけ，問題を 

解く。 

 

 ◎   ・変わり方のきまり

を使って問題をと

き，その解き方を

説明することがで

きている。 

（発言・ノート） 

 

 

既習である表の

見方を使って，問

題を解決してい

る。 

（発言・ノート） 

・関数的な

考え 

・帰納的に

考える 

・類推的に

考える 

６ 

・水槽に一定量ずつ 

水を入れていった

ときの水のかさと

全体の重さの関係

を折れ線グラフに

表し，変わり方の

様子を調べる。 

 ◎   ・折れ線グラフから

変わり方のきまり

を見つけ，きまり

を基に直線を伸ば

してもよいという

ことを考えてい

る。 

（発言・ノート） 

 

 

表や式と比べて，

グラフで変化を

表すよさについ

て捉えている。

（発言・ノート） 

・帰納的に

考える 

・表現の仕

方につい

て考える 

 

３
（
２
） 

（ 
単
元
課
題 

７ 

・身の回りにある二

つの数量関係を

調べる。 

 

 ◎  ○ ・表やグラフから変

化や対応の規則性

を見つけている。 

・身の回りから，伴 

って変わる二つの

数量を見つけ，数

量の関係を表やグ

ラフを用いて表す

ことができてい

る。 

（発言・ノート） 

 

 

既習である表の 

見方から変化や 

対応のきまりを 

見つけている。

（発言・ノート） 

・関数的な

考え 

・帰納的に

考える 

・類推的に

考える 

・表現の仕

方につい

て考える 

８ 

・身の回りにある二 

つの数量関係を調 

べ，見つけたきま 

りを報告する。 

  ◎  ・身の回りにある伴

って変わる二つの

数量の変化や対応

のきまりを表やグ

ラフと関連させて

発表することがで

きている。 

 

 

友達が調べた結

果を共感的に理

解している。 

（発言・ノート） 

・発展的に

考える 

４
（
１
） 

習
熟 

9 

・学習の定着を図る。   ◎  ・学習内容を正しく 

理解し，問題を解 

決することができ 

ている。 

 

 

これまでの学習

を生かして，問題

を解決している。 

・関数的な

考え 

・類推的に

考える 

既有の知識・技能 

既有の知識・技能 

 

 

批判的思考 

既有の知識・技能 

 

既有の知識・技能 

合意形成能力 
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１１ 思考力・判断力・表現力を評価するパフォーマンス課題およびルーブリック 

【パフォーマンス課題】 

問 題 

   
１辺が２㎝のひし形を上の図のようにしきつめていきます。 

１０段目までしきつめたとき，周りの長さは何㎝になりますか。 

 

【パフォーマンスの評価基準（ルーブリック）】 

評価基準 児童生徒のパフォーマンス事例 基準達成への手立て 

Ⅴ     ①変化や対応の規則性を見つけ，言葉，

表，式を関連付けて説明している。 

②表に見つけた変化や対応の特徴を図に

かき込んでいる。 

③表から見つけたきまりを記号を用いて

式に表している。 

 

・表を横に見ると，段が１㎝長くなる

とまわりの長さは８㎝ずつ増えま

す。段の数を○，まわりの長さを△

とすると８×○＝△になります。だ

から，８×１０＝８０ 答え８０㎝

になります。 

・表を縦に見るとどこも段の数を８倍

するとまわりの長さになっていま

す。段の数を○，まわりの長さを△

とすると○×８＝△になります。だ

から，１０×８＝８０ 答え８０㎝

になります。 

・板書を確認させるこ 

とで，表から見つけ

たきまりを基に，〇

や△を使った式を用

いるようにさせる。 

Ⅳ ①変化や対応の規則性を見つけ，言葉，

表，式を関連付けて説明している。 

②表に見つけた変化や対応の特徴を図に

かき込んでいる。 

（基準Ⅳを評価規準とする） 

 
・表を横に見ると，段の数が１段増え

るとまわりの長さは８ｃｍずつ増え

ます。だから，８×１０＝８０ 答

え８０㎝になります。 

・表を縦に見るとどこも段の数を８倍

するとまわりの長さになっていま

す。だから，１０×８＝８０ 答え

８０㎝になります。 

・表を全てかかなくて 

も求める方法はない 

かと問うことで，見 

つけた決まりを基に  

式に表すようにさせ 

る。  

Ⅲ ①依存関係にある二つの数量を取り出す

ことができる。 

②表を横にみて変化の規則性を活用し，

１０段まで表を全て書いて周りの長さ

を求めている。 

・表を横に見ると，段の数が１段増え

ると，まわりの長さは８㎝ずつ増え

ます。表を全部書くと，段の数が１

０段のときは８０㎝になりました。 

・周りの長さに印を付

けさせることで，図

を基に表をかくこ

とができるように

させる。 

Ⅱ ①依存関係にある二つの数量を取り出す

ことができる。 

②図から周りの長さを正しく調べること

・周りの長さを間違えている。 

 

・段の数が変わると何

が変わるのかを問

うことで，依存関係



- 33 - 

 

ができていない。 に着目させる。 

Ⅰ   ①依存関係にある二つの数量を見つける

ことができていない。 

・何も書かれていない。                                       

１２ 本時の展開 

（１）本時の目標 

  ○ 段の数を増やしたときの周りの長さの求め方を表や図を使って考える活動を通して，依存関係に着目し

て変化や対応のきまりを見いだし，きまりを活用して問題を解くことができる。 

（２）本時の評価規準 

○ 見いだした変化や対応の規則性を活用して解決し，その解決過程を式，表，言葉を関連付けて説明する

ことができている。 

（３）本時で育成したい資質・能力 

  ○ 既習である表の見方から変化や対応のきまりを見つけ，問題解決に生かしている。（既有の知識・技能） 

（４）本時で働かせたい「数学的な見方・考え方」  

    

 

（５）準備物 

  ・階段型の図形（掲示用，児童用） ・振り返りの視点の掲示 ・適用題 

（６）本時の展開 

    学習活動      ○ 指導・支援 ☆評価 ★評価（資質・能力） 

問 

題 

把 
握 

１ 問題場面を把握する。 

           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習課題を設定する。 

 

 

 

○ １段・２段と順に提示し問題を提示する 

ことで，イメージをしやすくする。 

○ 最初に，問題文は□段としておくことで，

児童が予想をしながら問題把握をできるよ

うにさせる。 

〇 正方形の数が増えると伴って何が変わる

のかを問うことで，依存関係に着目させる。 

○ 周りの長さに色を付けることで，周りの長

さがどの部分なのかを把握させる。 

○ １０段の図をかくのは大変だという困り

感をもたせることで，課題を設定する。 

○ 振り返りの視点として「既有の知識・技能」

につながる振り返りの形式を事前に提示し

ておくことで，児童に意識付ける。 

 

個 

人 

思 

考 

３ 既習の表の見方を使って問題を解決する。 

・まったくわからない。 

・表を横，縦に見てきまりを見つけて求めている。 

・全て表をかいて，求めている。 

・言葉や記号を使って式に表している。 

・全て図をかいて調べている。 

○ 表をかくところまでを揃えておくことで，

既習の表の見方を使って，自分なりの考えを

もてるようにさせる。  

〇 複数の考えを書くことができている児童

には，自分の考えを比較させることで，より

良い考えを吟味させる。 

１辺が１㎝の正方形をならべて，階段の形を作っていき

ます。 

段が１０段の時，周りの長さは何ｃｍになりますか。 

・段の数が変わると，周りの長さや正方形の数が変わっ

ているね。 

・１０段全部かくのは大変だ。どうしよう。 

・前の時間に表や図を使って整理したから，今回も表や

図を使うといいかな。 

 

周りの長さの求め方を考え説明しよう。 

依存関係に着目し変化や対応の規則性を見いだし，問題を解決しようとする。 
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理 

解 

４ 自分の考えを発表したり，他者の考えを読み取り合っ

たりする。 

考え① １０段の図をかいて周りの長さを調べている。 

 

 

 

 

 

 

考え② 表を横に見て考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考え③ 表を縦にみて考えている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 表にかき込んだり，表を指し示しながら説

明させることで，言葉，表を関連付けること

ができるようする。 

 

○ 「＋４」は図でいうとどこのことなのかを 

辺を動かして提示することで，表から見つけ

たきまりが図でも当てあてはまることを確

認する。 

 

〇 表を全て埋めずに答えが求められている

児童の考えを全体で考えることで，見つけた

決まりを活用して式に表して考えるよさに

気付かせる。  

 

 

 

 

○ １段から３段までの式を例として取り上 

げ比べることで，共通して段の数に４倍して

いることに気付かせる。 

 

〇 なぜ数が小さいときから表を埋めるのか

を問うことで，数の少ない場合から順に整理

し，そこで見つけたきまりを活用しようとす

ることのよさに気付かせる。 

 

〇 「表を縦に見ると」「表を横に見ると」と

いう表の見方のキーワードを板書すること

で，既習を使って問題を解決している姿を価

値づける。 

 

 

 

★ 既習である表の見方から変化や対応のき

まりをみつけ，問題解決に生かしている。 

（既有の知識・技能） 

 

図にかいて調べてみると，４０ｃｍになりました。 

１０だんのときの周りの長さは，４０ｃｍになります。

だんの数が１ずつ増えると，まわりの長さは４ｃｍずつ

増えます。表に埋めてみると，１０段のときは４０ｃｍ

になります。 

表を縦に見ると段の数を４倍すると周りの長さになっ

ています。周りの長さを求めるための式は，１×４＝４，

２×４＝８，３×４＝１２となります。だから，段の数

を〇，周りの長さを△とすると，〇×４=△になります。

だから，１０×４＝４０ 答え４０ｃｍです。 

表を縦に見ると，周りの長さを４でわると段の数になり

ます。４÷４＝１ ８÷４＝２ １２÷４＝３となりま

す。段の数を〇，周りの長さを△とすると，△÷４＝〇 

となります。１０段のときは，△÷４＝１０ だから△

に入る数字は４０になります。 

段の数が１段増えると，周りの長さは４ｃｍずつ増えて

いるので，式に表すと，４×１＝４ ４×２＝８ ４×

３＝１２となります。段の数を〇，周りの長さを△とす

ると４×〇＝△となります。だから，４×１０＝４０ 

答え４０ｃｍです。 
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熟 

考 

５ きまりが成り立つ理由を図でも確認し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 なぜ段の数を４倍すると，周りの長さを求

めることができるのかを問うことで，表から

見つけ出した対応の規則性が本当に図でも

当てはまるのかを確認する。 

○ 具体的な式と図を関連させて考えること

で，「段の数×４＝周りの長さ」は，段の数

を正方形の１辺の長さとして捉えられるこ

とができると気付かせる。 

〇 ３段の時も確認することで，段の数が変わ

ってもきまりは変わらないことを確認する。 

〇 表から見つけたきまりが成り立つ理由を

説明することで，図が役立つことを実感させ

る。 

 

 

○ 記号を使って式を表すよさを問うことで，

段の数が大きくなっても図や表をかかずに

周りの長さを求めることができる有用性に

気付かせる。 

ま
と
め
・
振
り
返
り 

６ 学習をまとめる。 

 

 

 

 

７ 適用題（パフォーマンス課題 ）を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 前時との違いを明確にし，和が一定のとき 

でも，積が一定のときでも考え方で共通して

いることは何かを問うことで，まとめにつな

げる。 

 

 

☆ 見いだした変化や対応の規則性を活用し

て解決し，その解決過程を式，表，言葉を関

連付けて説明することができている。 

１００×４＝４００ ４００ｃｍになります。 

 

１００段のときは，周りの長さはどうなりますか。 

２段のときを例にして考えると，辺を動かしたら正方形

になります。２は，１辺の長さを表していて，それが４

つ分あるから２×４＝８になります。 

段の数を４倍したら本当に周りの長さになりますか。 

表を横と縦に見て，きまりを見つける。見つけたきまり 

をもとにして，記号の式に表して考える。 

 

１辺が２㎝のひし形を上の図のようにしきつめていき

ます。１０段目までしきつめたとき，周りの長さは何

㎝になりますか。 

 

・表を縦に見ると,どこも段の数を８倍するとまわりの

長さになっています。段の数を○，まわりの長さを△

とすると○×８＝△になります。だから，１０×８＝

８０ 答え８０㎝になります。 
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８ 振り返りをする。  

問題を解決するときに役に立った考え方は，表に表し

てきまりを見つけるということです。わけは，きまり

をみつけて記号の式に表したら，どんな数でも当ては

めて考えることができるからです。 
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１３ 板書計画 

  

                 課  

問                                            ま 

  

 

   

算数のカギ 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

  ふ 

①表を横に見て考える 

・段が１段増えると，周りの長さは４ｃｍずつ増えている。 

１段 ４×１＝４    ４×段の数＝周りの長さ 

２段 ４×２＝８    ４×〇＝△ 

３段 ４×３＝１２ 

１辺が１㎝の正方形をなら

べて，階だんの形を作ってい

きます。 

だんが１０段の時，周りの長

さは何ｃｍになりますか。 

 

周りの長さの求め方を考え説明しよう。 

 

 表を横と縦に見て，きまりを見つける。 

見つけたきまりをもとにして，記号の式に 

表して考える。 

 

・表を横，縦にみて考える 

・例をもとにして考えると 

・数字が変わっても使える考え方は 

・図や表をもとにして考えると 

・記号の式，記号の式のよさ 

②表を縦に見て考える。 

１×４＝４     段の数×４＝まわりの長さ 

２×４＝８      ○ ×４＝  △ 

３×４＝１２ 

１辺の長さ×４

＝まわりの長さ 

問題を解決するときに役に立った考え方は～

です。わけは～だからです。 

・だんの数が変わると・・・ 

周りの長さが変わる 

正方形の数が変わる 

面積が変わる 

・１０段かくのは大変だ。 

 




